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(論文審査の要旨)  
学士(工学)、修士(工学)、奥原颯君の学位請求論文は、「Power-efficient Body Bias 




























DABT(Digitally Assisted automatic Body bias Tuning scheme)を提案している。
DABTは従来の自動制御方式に比べ、ほとんどの部分がディジタル回路で構成されて
おり、このためディジタル・アナログ変換器を用いる従来方式よりも低い電圧で動作
可能である。実チップでの実装結果により、DABTは 0.35Vで動作可能であり、電力
制御のオーバーヘッドは数 μWで、今まで提案されたどの方式よりも優れていること
を確認している。6章では研究のまとめと今後の課題を示している。 
以上、本論文は、基板バイアス制御に新しい制御手法と自動制御システムを提案し、
実チップ上で効果を明らかにした点で、その貢献は工学上少なくない。 
よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員で試問を行い、当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
